






要約:生後 3日以内に NICU に入室した新生児 241 例を対象に入室時に routine に行われた

咽頭、胃液、血液培養について検討した。母体移送児(院内出生=IN)と移送新生児(院外出

生=OUT)の比較では無菌であったもの IN=67%、OUT=46%(P<0,01)と無菌であるチャンスは IN

が優っていた。OUT で常在菌がより多く培養されたため病原菌の出現頻度は IN=27%、

OUT=40%(n,s.)と差が無かった。IN について分娩法による差をみると無菌は帝切76%,経膣

48%,病原菌は帝切 18%,経膣 44%(P＜O.01)と有意差があった。 


